
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 
 

遅
ま
き
な
が
ら
、
平
成
二
十
七
年
の
清
々
し
き 

新
年
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で
、
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。  

社
報
「
産
土
（
う
ぶ
す
な
）
第
四
十
八
号
」
で
は
、 

新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
迅
速
（
じ
ん
そ
く
）
な
宮
司
プ
レ
ス
の
発
行
と

い
う
課
題
が
克
服
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 
本
来
で

あ
る
な
ら
ば
、
新
年
号
の
本
号
が
通
巻
第
百
四
号
の

は
ず
で
あ
り
ま
す
が
、
悪
し
き
ル
ー
テ
ィ
ン
（
手
順
）

が
定
着
し
、
未
だ
に
五
ヶ
月
遅
れ
を
取
り
戻
せ
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
の
十

月
か
ら
は
、
毎
月
一
回
の
発
行
を
継
続
し
て
お
り
ま

し
て
、
か
ろ
う
じ
て
、
遅
れ
月
の
累
積
（
る
い
せ
き
）

だ
け
は
避
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

次
号
は
、
い
よ

い
よ
待
望
の
百
号
と
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、「
お
待

た
せ
い
た
し
ま
し
た
」
が
、
常
套
句
（
じ
ょ
う
と
う

く
）
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
言
い
訳
を
書
き

並
べ
、
紙
面
を
割
（
さ
）
き
つ
つ
の
九
十
九
号
の
発

行
で
す
。 

◇
今
年
も
九
百
通
あ
ま
り
の
年
賀
状
を
お
出
し
し

ま
し
た
。 

表
の
住
所
と
御
芳
名
に
つ
い
て
は
、
文

明
の
利
器
で
あ
る
「
か
ら
く
り
印
刷
機
」、
パ
ソ
コ 

     

ン
の
「
筆
ぐ
る
め
」
と
い
う
ソ
フ
ト
を
大
い
に
活
用 

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
裏
面
は
、
水
茎 

（
み
ず
く
き
）
の
跡
が
、
麗
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

墨
書
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

全
部
で
十
一
種
類
、

自
筆
し
た
も
の
を
、
五
十
枚
な
い
し
六
十
枚
程
度
、

オ
フ
セ
ッ
ト
の
印
刷
機
、
輪
転
機
で
印
刷
し
ま
し
た
。 

「
神
喜
地
喜
人
喜
」「
則
神
去
私
」「
日
清
日
新
日
進
」

「
天
長
地
久
」「
日
々
是
好
日
」「
四
海
生
春
風
」「
三

感
四
恩
」「
明
浄
正
直
勤
務
追
進
」「
神
信
心
」「
神

道
と
い
ふ
は
人
々
日
用
の
間
に
あ
り
」「
天
恐
地
敬

人
愛
」
の
十
一
種
類
で
す
。 

今
年
は
新
た
に
、「
天

恐
地
敬
人
愛
」
を
加
え
て
、
一
番
多
く
印
刷
し
ま
し

た
。 

 
 

◇
本
年
の
干
支
（
え
と
）
は
、
乙
未
（
き
の
と
み
）
で

す
。 

全
部
で
六
十
通
り
あ
る
干
支
の
三
十
二
番
目
に

あ
た
り
ま
す
。 

こ
の
干
支
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

乙
は
、
も
と
も
と
、
軋
（
き
し
）

る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
草
木
の
幼
い
芽
が
、
い
ま
だ

に
自
由
に
伸
長
せ
ず
、
屈
曲
し
て
い
る
状
態
を
表
し
て

い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
成
長
の
途
中
で
曲
が
っ
て
い
る

状
態
で
す
。 

未
は
、
味
（
び
、
あ
じ
の
意
味
）
で
、

草
木
の
果
実
が
成
熟
し
て
滋
味
（
じ
み
）
を
生
じ
た
、

う
ま
い
味
わ
い
を
だ
し
て
い
る
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。 

そ
し
て
、「
木
」
の
年
ま
わ
り
の
二
年
目
な

の
で
す
か
ら
、
木
は
木
で
も
、
昨
年
は
、「
大
樹
（
た

い
じ
ゅ
）」、
今
年
は
、「
低
木
（
て
い
ぼ
く
）」
で
あ
り

ま
す
。 

低
木
と
い
え
ば
、
風
雪
に
耐
え
忍
び
な
が
ら

も
、
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
き
れ
ず
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
這

（
は
）
う
よ
う
に
繁
茂
（
は
ん
も
）
す
る
の
で
す
。 

正

月
飾
り
に
欠
か
せ
な
い
「
ウ
ラ
ジ
ロ
」
や
初
夏
に
ツ
ツ

ジ
に
似
た
花
を
つ
け
る
「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」
な
ど
が
、
低

木
で
す
。 

厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、
曲
が
っ
て
で
も
、

這
っ
て
で
も
生
き
抜
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
う
ま
味
」

を
だ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
干
支
か
ら
よ
み
と
れ
る
の
で
す
。 

◇
動
物
で
は
、
羊
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
ね
ず

み
」
か
ら
始
ま
っ
て
「
い
の
し
し
」
で
終
わ
る
十
二
支

（
じ
ゅ
う
に
し
）
の
八
番
目
で
す
。 

日
本
人
と
羊
の

関
わ
り
の
歴
史
は
浅
い
の
で
、
古
来
、
羊
も
竜
と
同
じ

よ
う
に
想
像
上
の
動
物
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
西
暦
五
九
九
年
に
は
、
百
済
（
く
だ

ら
）
の
国
か
ら
、
羊
が
、
朝
廷
（
ち
ょ
う
て
い
）
に
献

上
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
平
清
盛
は
、
後
白
河

天
皇
様
に
、
羊
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
水

戸
の
御
老
公
の
徳
川
光
圀
候
も
、
庭
で
飼
っ
て
い
た
そ

う
で
す
し
、
平
賀
源
内
は
、
羊
の
飼
育
に
挑
戦
し
、
失

敗
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
共
、
庶
民
に
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
七
年
こ
ろ
か
ら
だ
そ
う

で
、
羊
の
飼
育
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。 
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◇
と
こ
ろ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
旧
約
聖
書
に
は
、
人
間

が
食
べ
る
事
が
許
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
羊
の
肉
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

イ
ス
ラ
ム
教
で
は
、
オ
ス
の
羊

を
供
え
る
事
が
、
最
善
と
さ
れ
、
中
国
の
儀
式
で
は
、

牛
と
豚
、
そ
し
て
、
羊
の
肉
が
尊
ば
れ
ま
し
た
。 

宮

中
の
晩
餐
会
（
ば
ん
さ
ん
か
い
）
で
は
、
羊
の
肉
の
料

理
が
饗
（
き
ょ
う
）
さ
れ
ま
す
。 

私
ど
も
の
生
活
で

も
、
羊
毛
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 
こ
の
よ
う
に
、
羊
に

は
、
柔
軟
性
が
あ
り
、
柔
ら
か
く
、
そ
し
て
、
し
な
や

か
で
す
。 

◇
さ
て
、
書
初
め
を
し
ま
し
た
。 

「
致
祥
」
と
「
吉

祥
」
で
あ
り
ま
す
。 

上
は
、「
致
祥
（
し
ょ
う
に
い

た
る
）
」
と
読
み
ま
す
。 

「
和
気
致
祥
（
わ
き
し
ょ

う
に
い
た
る
）」
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。 

ど
ん
な
に

苦
し
く
つ
ら
い
時
に
も
、
和
や
か
な
気
分
に
み
ち
み
ち

て
、
事
に
あ
た
れ
ば
、
必
ず
幸
せ
に
な
る
と
い
う
意
味

で
す
。 

下
は
、「
吉
祥
来
福
」
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。 

 
 

 

「
辰
巳
の
天
井
」
「
午
尻
下
が
り
」
と
い
わ
れ
る
景
気

の
動
向
、
未
年
は
と
い
う
と
「
辛
抱
（
し
ん
ぼ
う
）」

な
の
だ
そ
う
で
す
。 

干
支
の
羊
に
あ
や
か
り
、
し
な

や
か
に
、 

耐
え
忍
び
つ
つ
、「
吉
祥
」
を
待
ち
た
い

も
の
で
す
。 

幸
多
か
り
し
日
々
で
あ
り
た
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
浄
書
（
じ
ょ
う
し
ょ
）
し
ま
し
た
。 

◇
辛
抱
の
「
辛
（
し
ん
）」
は
、「
辛
い
」
と
も
読
み
ま

す
が
、
辛
い
時
に
も
和
気
あ
い
あ
い
と
前
向
き
に
、
一

歩
踏
み
出
し
ま
す
と
、
「
辛
」
に
「
一
」
を
加
え
る
と

「
幸
」
に
な
り
ま
す
。 

 

本
年
が
、
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
、
吉
祥
来
福
で
和
気
致
祥
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
十
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
十
二
月
一
日
、
十
五
日 

▼
海
士
郷
恵
比
須
神
社
祈
漁
祭 

＊
十
二
月
三
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
二
月
十
五
日 

 

▼
天
長
祭 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 

 

▼
正
月
臨
時
巫
女
説
明
会 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
奉
納
例
会
参
拝 

 
 

＊
十
二
月
二
十
四
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
正
月
飾
り 

＊
十
二
月
二
十
八
日 

 

▼
除
夜
祭
、
大
祓
式 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

◇
十
二
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
忘
年
会 

＊
十
二
月
六
日 

 
 

◇
維
蘇
志
新
年
境
内
駐
車
場
ラ
イ
ン
引
奉
仕
作
業 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
神
社
庁
新
嘗
祭 

＊
十
二
月
二
日 

 
 

◇
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
十
二
月
二
日 

 
 

◇
神
職
身
分
詮
衡
委
員
会
、
臨
時
役
員
会 

 
 
 

＊
十
二
月
十
九
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

◇
例
会 

＊
十
二
月
三
日
、
十
日 

 

◇
夜
間
例
会 

＊
十
二
月
十
七
日 

 

◇
奉
納
例
会 

 

＊
十
二
月
二
十
四
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
琴
崎
八
幡
宮
崇
敬
会 

＊
十
二
月
三
日 

 
 
 
 
 
 

 

◇
広
旗
八
幡
宮
祖
霊
祭 

＊
十
二
月
六
日 

◇
宮
尾
八
幡
宮
祖
霊
祭 

＊
十
二
月
七
日 

◇
下
関
市
倫
理
法
人
会
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー 

＊
十
二
月
十
日 

 
 

▼
迫
町
自
治
会
関
係 

 
 

◇
キ
ャ
ボ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン 

＊
十
二
月
五
日 

 
 

◇
彦
島
製
錬
忘
年
会 

＊
十
二
月
九
日 

 
 

◇
下
関
三
井
化
学
忘
年
会 

＊
十
二
月
十
二
日 

 

▼
教
誨
活
動
、
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

◇
集
合
教
誨
男
子 

＊
十
二
月
二
十
二
日 


